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横
浜
市
が
技
術
協
力
を
行
っ
て

き
た
海
外
都
市
の
う
ち
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
セ
ブ
市
及
び
ネ
パ
ー
ル
・

カ
ト
マ
ン
ズ
市
か
ら
技
術
協
力
に

対
す
る
所
感
等
を
寄
稿
し
て
い
た

だ
い
た
（
両
市
へ
の
技
術
協
力
の

内
容
は
、本
号
15
、20
頁
を
参
照
）。

　

 

　 

都
市
間
協
力
の
強
み
を
発
揮

１  

し
て
～
メ
ト
ロ
セ
ブ
と
横
浜

 　
　 

市
～

■
一
都
市
か
ら
都
市
圏
域
で
の
協

力
へ

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
市
代
表
団

が
横
浜
市
を
訪
問
し
た
の
は
２
０

１
２
年
３
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
が
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
都
市
の
発
展
に
向
け
た
技
術
協

力
を
行
う
関
係
構
築
の
第
一
歩
と

な
っ
た
。
双
方
の
市
長
に
よ
り
協

力
の
た
め
の
覚
書
が
調
印
さ
れ
、

さ
ら
に
メ
ト
ロ
セ
ブ
と
呼
ば
れ
る

セ
ブ
市
と
周
囲
の
都
市
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
セ
ブ
都
市
圏
を
協
力

対
象
に
含
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
協
力
関
係
が
評
価
さ
れ
、
２

０
１
５
年
と
２
０
１
８
年
に
覚
書

が
更
新
さ
れ
て
お
り
、
セ
ブ
市
だ

け
で
な
く
、
13
自
治
体
で
構
成
さ

れ
る
都
市
圏
域
を
対
象
に
協
力
が

行
わ
れ
て
い
る
。

■
成
長
す
る
都
市
に
共
通
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て

　

経
済
成
長
の
中
心
と
な
る
セ
ブ

市
で
は
人
口
増
加
が
続
い
て
い

る
。
総
合
的
な
開
発
計
画
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
急

速
な
都
市
化
と
と
も
に
、
環
境
汚

染
、
水
源
の
不
足
、
洪
水
、
交
通

渋
滞
と
い
っ
た
都
市
問
題
が
発
生

し
た
。
こ
れ
ら
は
経
済
生
産
性
、

市
民
の
健
康
、
環
境
の
持
続
性
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
セ
ブ
の

都
市
と
し
て
の
競
争
力
は
、
都
市

イ
ン
フ
ラ
の
不
足
等
に
よ
り
年
々

低
下
し
て
い
た
。
無
計
画
な
都
市

化
の
弊
害
が
生
じ
る
中
で
、
一
都

市
の
み
な
ら
ず
都
市
圏
全
体
を
対

象
に
都
市
と
し
て
の
成
長
を
再
考

し
計
画
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
共

通
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
共
同
プ
ロ

セ
ス
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
市
は
過
去
、
急
速
な
工
業

化
と
人
口
増
加
に
よ
り
同
様
の
問

題
に
直
面
し
た
。
対
策
を
講
ず
る

中
で
、
横
浜
市
は
都
市
計
画
と
開

発
の
た
め
の
専
門
的
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
。
住
み
よ
く
環

境
に
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
横
浜
市
は
、
Ｙ
─

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
を
通
し
て
そ
の
知

見
を
広
め
て
い
る
。
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
事
業
は
、
横
浜
市
と
セ
ブ
都
市

圏
の
協
力
を
行
う
上
で
の
土
台
と

な
っ
て
い
る
。

■
公
民
連
携
に
よ
る
取
組

　

セ
ブ
で
基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
十
分
に
提
供
で
き
な
い
の

は
、
様
々
な
施
策
を
市
域
や
各
機

関
の
所
管
領
域
を
超
え
て
計
画
・

実
施
・
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
の
仕

組
み
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。

　

地
政
学
的
な
統
一
性
を
保
ち
な

が
ら
セ
ブ
都
市
圏
を
構
成
す
る
13

自
治
体
が
持
続
的
な
開
発
に
向
け

て
協
力
す
る
と
い
う
方
針
の
も

と
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
開
発
を
進

め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
誕
生
し
た
。合
意
覚
書
に
よ
り
、

セ
ブ
州
、
13
自
治
体
、
中
央
政
府

機
関
、市
民
団
体
、民
間
セ
ク
タ
ー

が
集
ま
り
、
都
市
圏
開
発
の
調
整

機
関
と
し
て
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
開
発

調
整
委
員
会
（
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
）
が

組
織
さ
れ
た
。

■
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
協
力

　

組
織
づ
く
り
の
初
期
の
活
動

は
、
洪
水
、
交
通
渋
滞
、
公
共
交

通
の
未
接
続
な
ど
個
別
課
題
へ
の

対
策
が
中
心
だ
っ
た
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｂ
は
次
第
に
、
都
市
圏
開
発
に

お
け
る
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
進
む

べ
き
方
向
性
を
持
つ
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
た
。

　

横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ら
の
支
援

を
得
て
、Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
は
競
争
力
・

住
み
や
す
さ
・
機
動
性
・
都
市
圏

運
営
の
４
つ
の
開
発
戦
略
で
構
成

さ
れ
る
「
メ
ガ
セ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
５
０
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、「
メ
ト
ロ
セ
ブ
の

波
（W

A
V

ES

）
を
起
こ
そ
う
」

と
い
う
市
民
に
も
覚
え
や
す
い
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
設
け
た
。

　
「W

A
V

ES

」
はW

holesom
e

（
健
全
的
）、A

dvanced

（
先
進

的
）、V

ibrant

（
活
気
的
）、

Equitable

（
公
平
的
）、Sustain

-able
（
持
続
可
能
）
の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

《13》 

技
術
協
力
を
受
け
た
海
外
都
市
か
ら
の
声

■
計
画
策
定
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
に
関
す
る
協
力

　

地
政
学
的
な
所
管
領
域
を
越
え

て
総
合
的
な
開
発
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
、
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
の
活
動

を
通
じ
て
セ
ブ
都
市
圏
の
目
標
と

な
っ
た
。

　

セ
ブ
都
市
圏
の
要
望
を
受
け
て

横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
れ
ま

で
に
①
メ
ガ
セ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

５
０
と
開
発
戦
略
、
②
持
続
可
能

な
都
市
開
発
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
③
メ
ト
ロ
セ
ブ
都
市
交
通
シ

ス
テ
ム
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

④
メ
ト
ロ
セ
ブ
汚
泥
管
理
計
画
、

⑤
マ
ク
タ
ン
─
マ
ン
ダ
ウ
エ
橋
及

び
沿
岸
道
路
建
設
の
可
能
性
調
査

等
の
た
め
、
経
験
豊
富
な
専
門
家

チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
く
れ
た
。

執
筆【

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
市
】

エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
ナ
カ
リ
オ
＝
カ
ス
ト
ロ

C
ebu Leads Foundation Inc. 

ア
ド

バ
イ
ザ
ー

【
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
市
】

ア
ル
チ
ャ
ナ　

シ
ュ
レ
ス
タ

カ
ト
マ
ン
ズ
市　

元
防
災
局
長
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ま
た
、
調
査
と
計
画
策
定
が
軌

道
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で
実
践
的
な

事
業
が
立
案
実
行
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
は
、
横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
た
廃
棄
物
管
理
事
業

（
㈱
グ
ー
ン
と
の
提
携
に
よ
る
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
）

や
下
水
処
理
事
業
（
ア
ム
コ
ン
㈱

に
よ
る
汚
泥
脱
水
処
理
）が
あ
る
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
計
画
段

階
で
議
論
さ
れ
た
課
題
を
踏
ま

え
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
実
施

段
階
で
発
生
す
る
課
題
解
決
な
ど

に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
成
果
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
組
織
的
な
枠
組
み
の
強
化
に
向

け
た
協
力

　

計
画
、
調
整
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
発
と
そ
の
実
践
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
大
都
市
圏
が
抱
え

る
諸
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
強

固
で
組
織
的
な
枠
組
み
が
不
可
欠

で
あ
る
。そ
の
強
化
を
目
指
し
て
、

経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

は
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
を「
ア
ー
バ
ン
・

グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ウ
ス
・
イ
ン
・

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ア
ジ
ア
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
対
象
都
市
の
一
つ

に
選
ん
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
支
援
を

得
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
は
都
市
の
グ

リ
ー
ン
成
長
と
回
復
の
た
め
の
重

要
な
政
策
リ
ソ
ー
ス
を
得
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
の

関
係
は
、
ア
ジ
ア
・
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
会
議
に
お
け
る
横
浜
市
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
開
始
さ

れ
た
こ
と
を
特
筆
し
た
い
。

■
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

こ
の
９
年
間
で
基
本
的
な
取
組

は
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

後
も
な
す
べ
き
こ
と
は
多
く
残
っ

て
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
、開
発
戦
略
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
セ
ク
タ
ー
別
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
す
で
に
策
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
定
め
ら
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
更
に
継
続
し
、
実
現
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

成
長
を
続
け
る
都
市
圏
共
同
体

と
し
て
の
メ
ト
ロ
セ
ブ
は
、
現
在

も
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索

を
続
け
て
い
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
で
生
活
し
や
す
い
魅
力
あ
る
メ

ト
ロ
セ
ブ
の
基
礎
を
強
化
す
る
た

め
に
、
地
元
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、

横
浜
市
の
よ
う
な
国
際
パ
ー
ト

ナ
ー
の
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
。
都
市
間
協
力
の
強
み

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
望
ま
し
い

変
革
と
セ
ブ
市
と
横
浜
市
の
協
力

に
よ
る
取
組
の
成
果
を
実
現
す
る

こ
と
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。

　

 

　 

カ
ト
マ
ン
ズ
市
に
お
け
る

２  

横
浜
市
に
よ
る
研
修
と
ワ
ー

 　
　 

ク
シ
ョ
ッ
プ

　

シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
オ
フ
ィ
ス
と
カ
ト
マ
ン
ズ
市

の
協
定
に
よ
り
、
横
浜
市
は
カ
ト

マ
ン
ズ
の
技
術
者
に
３
年
連
続
で

耐
震
建
築
技
術
研
修
を
実
施
し

た
。
技
術
者
た
ち
は
貴
重
な
情
報

を
得
て
、
技
能
を
大
い
に
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

研
修
で
は
、
国
際
基
準
の
建
設

工
法
と
建
設
現
場
の
管
理
・
検
査

方
法
に
つ
い
て
発
表
と
講
義
が
行

わ
れ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
い
ま

だ
に
昔
な
が
ら
の
工
法
が
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
大
型
建
設
工
事
で

は
次
第
に
新
し
い
工
法
を
採
用
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
研
修
で

は
一
方
的
に
聞
く
だ
け
で
は
な
い

対
話
式
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

大
変
効
果
的
で
、
参
加
者
全
員
が

非
常
に
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

横
浜
市
と
カ
ト
マ
ン
ズ
市
で
多

く
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
、
参
加
者
が
専
門
的
な
経
験
を

共
有
し
て
学
び
合
い
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
た
。
現
場
の
管
理
技
術

や
建
設
工
期
中
の
安
全
対
策
な

ど
、
全
て
の
研
修
内
容
が
技
術
者

た
ち
の
職
場
や
建
設
現
場
に
お
け

る
日
頃
の
活
動
に
深
く
関
連
す
る

も
の
だ
っ
た
。
研
修
で
は
現
場
見

学
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
た

め
、
参
加
者
た
ち
は
カ
ト
マ
ン
ズ

で
も
同
様
の
形
態
で
行
う
こ
と
が

有
効
だ
と
感
じ
て
い
る
。

【
カ
ト
マ
ン
ズ
市
で
実
施
中
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

①
既
存
の
消
防
署
内
に
防
災
教
育

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
防
災
・
減

災
教
育
を
目
的
と
し
た
複
数
の
部

屋
を
設
置

②
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
ベ
ー
ス
の

カ
ト
マ
ン
ズ
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
公
表
（
火
災
・
地
震
・
洪
水

等
の
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
る
）

③
市
の
緊
急
事
態
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
技
術
機
器
と
防
災
関
係
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

の
予
算
を
計
上

④
耐
震
性
・
耐
久
性
の
高
い
建
築

構
造
に
関
す
る
建
築
主
向
け
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
※
）
の
策
定

⑤
建
設
現
場
に
お
け
る
指
導
技
術

と
安
全
管
理

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
運
営
管
理

は
実
現
す
る
上
で
の
課
題
も
大
き

い
。
担
当
部
局
の
特
に
幹
部
職
員

の
異
動
に
よ
る
頻
繁
な
入
れ
替
わ

り
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ま
た

関
係
各
部
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

も
不
十
分
で
、
実
施
プ
ロ
セ
ス
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

カ
ト
マ
ン
ズ
市
は
横
浜
市
に
よ

る
技
術
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
、今
後
も
災
害
リ
ス
ク
削
減
、

災
害
時
の
救
助
活
動
、技
術
職
員
・

非
技
術
職
員
へ
の
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
な
ど
の
支
援
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
防
災
教

育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
事
業
活
動

に
つ
い
て
も
、
支
援
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

※
日
本
で
は
住
宅
建
築
を
発
注
す
る
際

に
住
宅
メ
ー
カ
ー
に一括
し
て
発
注
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、カ
ト
マ
ン
ズ
市
で
は
、

建
築
主
が
住
宅
建
築
に
際
し
、
設
計
、

工
事
、
資
材
等
そ
れ
ぞ
れ
を
自
ら
が
発

注
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
建
築

の
専
門
知
識
の
な
い
市
民
が
建
築
工
事
全

体
の
管
理
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
十
分

な
チ
ェッ
ク
が
で
き
ず
、
不
法
建
築
な
ど

が
横
行
す
る
状
況
に
あ
る
。
慢
性
的
な

人
材
不
足
で
行
政
が
個
別
の
不
法
建
築

に
積
極
的
に
規
制
を
か
け
る
こ
と
も
難
し

い
た
め
、
新
た
に
建
築
を
行
う
建
築
主
が

マニュア
ル
を
活
用
し
て
よ
り
良
い
管
理
が

で
き
る
よ
う
策
定
さ
れ
た
。


